
<研究の概要>

多面的総合的評価に繋がる入学者選抜と評価方法の構築

入学試験における志願者動向の追跡

内容
・多面的総合的評価に繋がる入学者選抜と評価方法の構築
我が国の入学者選抜は、学校推薦型選抜や総合型選抜

の拡大など、２１世紀に入って入学者選抜の多様化が加速し
ています。これらの選抜は一般選抜とは異なり学力試験で
は測れない能力の評価（例えば書類審査や面接など）が大
きな比重を占めることになります。学力試験は評価（採点）が
比較的わかりやすい試験ですが、書類審査や面接などは評
価が難しい試験です。良質な試験とするためには、評価にあ
たる誤差をいかに最小限にするかが生命線であり、このこと
への配慮が欠かせません。そこで学部と連携しつつ、入学希
望者の能力・意欲・適性等を実質化したアドミッション・ポリ
シーに基づいて適切に評価し、公平・公正な方法でこれらの
試験における評価のあり方について研究活動を行っていま
す。また、評価者側の負担を少なくする手法についても私の
所属するアドミッション部門の機関研究として行っています。

・入学試験における志願者動向の追跡
大学志願者数（特に個別大学の志願者数）は様々な要因

によって変化します。毎年にわたって各選抜区分の志願者
動向について蓄積された各種データを徹底的に追跡し、何
の要因で志願者の増減が発生したのかについて調査の上、
分析報告書（昭和49年から現在まで続く）をまとめるなどの
研究活動を行い、入学者選抜の改善や学生募集へ寄与する
活動を推進・支援しています。
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